
夏
の
参
院
選
挙
を
前
に
、

今
や
、
自
民
党
の
中
に
も

「
消
費
税
の
減
税
を
」
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
他
の
政

党
も
そ
ろ
っ
て
、
消
費
税
の

減
税
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
、
国
民
の
声
が「
消

費
税
減
税
」「
消
費
税
の
廃

止
」
が
７
割
を
し
め
て
い
る
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
減
税
の
た
め
の

財
源
を
ど
う
す
る
の
か
、
示

し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
も
多

く
の
国
民
の
声
で
す
。
そ
の

財
源
に
国
債

（
国
の
借
金
）

を
当
て
る
と

い
う
政
党
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の

つ
け
は
国
民

に
か
か
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、

減
税
を
し
て

も
、
期
限
付

き
で
は
、
又

元
に
戻
す
の

が
大
変
で
は
。

社
会
保
障
が

削
ら
れ
る
の

で
は
。
な
ど
の

心
配
の
声
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
不
安
や

心
配
に
し
っ
か
り
答
え
を
出

し
て
い
る
の
が
、
日
本
共
産

党
の
提
案
で
す
。

消
費
税

減
税
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
①

一
律
５
％
へ
の
減
税
（
廃
止

を
め
ざ
す
）
を
行
な
う
②
責

任
あ
る
財
源
提
案
の
２
点

で
す
。

一
律
５
％
減
税
で
、
平
均

的
勤
労
者
世
帯
で
年
間
12

万
円
の
減
税
に
な
り
、「
食

料
品
０
％
」
よ
り
減
税
効
果

は
２
倍
。
物
価
高
騰
か
ら
暮

ら
し
を
守
る
う
え
で
最
も
効

果
的
で
合
理
的
で
す
。

財
源
（
15
兆
円
）
は
赤
字

国
債
に
頼
ら
ず
、
大
も
う

け
を
し
て
い
る
大
企
業
と
富

裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
で
ま
か
な
い
ま
す
。

大
企
業
へ
の
減
税
と
優
遇
の

結
果
、
こ
の
11
年
間
で
利
益

は
２
９
・
２
兆
円
か
ら
７
７
・

１
兆
円
へ
と
２
・
６
倍
、
内
部

留
保
は
３
３
３
・
５
兆
円
か

ら
５
３
９
・
３
兆
円
へ
と
空
前

の
規
模
に
膨
れ
上
が
っ
て
い

ま
す
。
大
企
業
は
中
小
企

業
の
半
分
（
10
％
）
し
か
法

人
税
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
企
業
に
は
十
分
す
ぎ
る

負
担
能
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
政
策
を
実
現
す
る
こ
と

が
社
会
保
障
を
よ
く
す
る

道
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

第２４５号 けやきの風 ２０２５年６月

け
や
き
の
風

年
金
を
物
価
や
賃
金
の

伸
び
よ
り
も
低
く
抑
え
、

基
礎
年
金
が
今
後
27
年

に
わ
た
っ
て
削
減
さ
れ

る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
」
を
温
存
す
る
年
金
改

革
法
案
（
国
民
年
金
法
改
定

案
）
が
４
日
、
参
議
院
本
会

議
で
審
議
入
り
し
た
。
物
価

高
に
負
け
な
い
年
金
の
引
き

上
げ
は
待
っ
た
な
し
だ
▼
国

民
年
金
法
第
４
条
は
国
民
の

生
活
水
準
に
著
し
い
変
動
が

生
じ
た
場
合
、
速
や
か
に
改

定
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る

▼
40
年
ぶ
り
の
異
常
な
物
価

高
は
著
し
い
変
動
に
他
な
ら

な
い
。
物
価
高
を
上
回
る
年

金
額
の
再
改
定
を
速
や
か
に

行
う
よ
う
求
め
る
▼
石
破
首

相
は
「
近
年
も
年
金
額
を
改

定
し
て
き
て
い
る
」
と
拒
否
。

法
案
は
自
民
、
立
憲
民
主
、

公
明
の
３
党
合
意
で
修
正
さ

れ
、
年
金
額
の
「
底
上
げ
」

措
置
は
２
０
２
９
年
の
財
政

検
証
を
踏
ま
え
判
断
と
先
送

り
▼
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

は
今
後
10
年
以
上
継
続
し
、

年
金
水
準
の
引
き
下
げ
は
続

く
こ
と
に
な
る
の
で
た
だ
ち

に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

停
止
を
▼
石
破
首
相
は
「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
」
将

来
世
代
の
年
金
の
給
付
水
準

を
確
保
す
る
た
め
に
今
後
と

も
必
要
な
措
置
と
強
弁
▼
巨

額
の
年
金
積
立
金
を
年
金
の

引
き
上
げ
に
活
用
・
厚
生
年

金
保
険
料
の
上
限
を
医
療
保

険
並
み
の
年
収
２
０
０
０
万

円
ま
で
引
き
上
げ
・
短
時
間

労
働
者
の
被
用
者
保
険
の
さ

ら
な
る
適
用
拡
大―

を
提
案
、

年
金
の
引
き
上
げ
は
可
能
▼

ロ
シ
ア
プ
ー
チ
ン
の
２
０
１

８
年
年
金
改
定
で
の
支
持
率

低
迷
と
石
破
氏
が
重
な
っ
て

見
え
る
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

―

消

費

税

の

５

％

一

律

減

税―

五
月
十
日
、
午
前
十
時

～
十
二
時
、
湖
北
台
近
隣

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
市
か

ら
星
野
市
長
、
幹
部
職
員

な
ど
二
十
余
名
が
参
加
。

市
民
の
参
加
は
悪
天
候
で
、

約
二
十
名
の
参
加
。
は
じ

め
に
星
野
市
長
の
挨
拶
と

資
料
の
説
明
。
令
和
七
年

度
の
主
な
事
業
、
五
本
松

公
園
、
湖
北

消
防
署
庁
舎

整
備
工
事
、

下
ヶ
戸
・
中

里
線
（
計
画

道
路
）
に
つ

い
て
の
説
明
。
意
見
交
換

で
は
、
参
加
者
か
ら
八
人

が
質
問
・
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
湖

北
台
東
小
の
崖
下
に
あ
る

防
災
倉
庫
が
遠
い
の
で
各

丁
目
ご
と
に
あ
る
公
園
に

移
設
し
て
ほ
し
い
、
団
地

中
央
の
向
か
い
側
に
あ
る

空
き
店
舗
の
ア
ー
ケ
ー
ド

の
鉄
部
分

が
腐
食
し

て
危
険
な

の
で
撤
去
、

中
央
公
園

ト
イ
レ
の

改
修
、
同

公
園
の
樹

木
の
害
虫

駆
除
の
後

の
樹
木
の

植
林
は
い

つ
行
な
う

の
か
、
湖

北
台
団
地

下
の
都
部

新
田
の
ゴ

ミ
処
理
を

指
導
し
て

ほ
し
い
、
湖
北
台
図
書
館

分
館
を
消
防
署
跡
地
に
建

て
て
ほ
し
い
、
ま
た
、
跡

地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

知
ら
せ
て
ほ
し
い
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
防
災
倉
庫

の
移
転
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
、
公
園
の
樹
木
の
植

林
に
つ
い
て
は
、
害
虫
駆

除
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
な

う
。
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

は
千
葉
県
に
要
望
す
る
。

消
防
署
跡
地
の
利
用
計

画
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
よ
せ

て
も
ら
い
参
考
に
し
た
い

な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
市
長
に
対
し
て
直
接
、

要
望
や
意
見
が
言
え
る
機

会
で
す
の
で
住
み
よ
い
街

に
す
る
た
め
に
次
の
機
会

に
は
参
加
す
る
と
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
日
配
布
さ
れ
た
消
防
署

完
成
イ
メ
ー
ジ
図
（
写
真
）

（
Ｔ
・
Ｏ
）

市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
報
告

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

う
え
で
最
も
効
果
的
で
合
理
的

公
園
樹
木
の
植
林
に
つ
い
て
は

害
虫
駆
除
後
に
、
ゴ
ミ
処
理
は

県
に
要
望
す
る

消
防
署
跡
地
の
利
用
計
画
や
要

望
に
つ
い
て

防
災
倉
庫

各
公
園
に
移
設

市
が
検
討
と
回
答

大
企
業
へ
の
減
税
と
優
遇
の
結

果
11
年
間
で
利
益
２
・
６
倍

大
も
う
け
を
し
て
い
る
大
企
業
と
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を

日
本
共
産
党

減
税
の
責
任
あ
る
財
源
提
案

国
民
の
声
が
「
消
費
税
減
税
」

「
消
費
税
の
廃
止
」
が
７
割



定数 候補者 年齢 前回 定数 候補者 年齢 前回

千代田区 1 木村 正明 70 新 0 足立区 6 斉藤まりこ 50 現 1

新宿区 4 大山ともこ 69 現 1 葛飾区 4 和泉なおみ 63 現 1

文京区 2 福手ゆう子 48 現 1 江戸川区 5 腹 純子 60 現 1

墨田区 3 伊藤 大気 46 新 0 八王子市 5 アオヤギ有希子 46 現 1

江東区 4 大つきかおり 58 新 1 府中市 2 岸 慎一郎 57 新 0

品川区 4 白石たみお 43 現 1 町田市 4 池川 友一 40 現 1

大田区 7 藤田りょうこ 50 現 1 日野市 2 清水としこ 62 現 1

世田谷区 8 里吉 ゆみ 58 現 1 北多摩1 3 尾崎あや子 66 現 1

杉並区 6 原田あきら 49 現 1 北多摩3 3 田中とも子 67 元 0

豊島区 3 米倉春奈 37 現 1 北多摩4 2 原 のり子 59 現 1

北区 3 せいの恵子 51 新 1 前回当 19

荒川区 2 小林ひろし 38 新 0 中央区 1 愛 みちこ 62

板橋区 5 竹内 愛 48 新 1 小金井市 1 漢人 あきこ 65

練馬区 7 とや恵津子 61 現 1 昭島市 1 山花のり子 67

社民新

無現

無新

東京都(定数127人)

推薦

第２４５号 けやきの風 ２０２５年６月

親
に
似
た
「
小
泉
劇
場
」
危
う
か
り

米
農
政
の
未
来
は
見
え
ず

七
丁
目

山
野

美
津

最
新
の
腰
痛
治
療
な
り
背
筋
伸
び

明
る
き
妻
の
顔
戻
り
た
り五

丁
目

鈴
木

明

尻
餅
の
痛
さ
忘
れ
て
青
葉
風

三
丁
目

松
永
美
穂
子

鉢
合
わ
せ
ク
モ
か
な
へ
び
の
口
の
な
か

七
丁
目

山
里

歩

山
火
災
・
豪
雨
に
哭
く
や
青
い
星

な

五
丁
目

一
言
有
三

六
月
一
日
、
自
転
車
で

訪
ね
ま
し
た
。
湖
北
台
か

ら
約
15
分
（
約
５
㌔
）
。

田
ん
ぼ
道
か
ら
坂
道
を
登

る
と
台
地
の
上
に
着
き
ま

す
。
長
屋
門
が
「
鷲
野
谷

の
歴
史
的
景
観
を
象
徴
す

る
重
要
な
建
造
物
」
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

目
を
ひ
く
建
物
で
す
。
主

屋
（
写
真
）
は
史
料
に
よ

る
と
安
永
４
年
（
１
７
７

５
）
の
も
の
で
、
こ
の
頃

に
敷
地
全
体
が
整
備
さ
れ
、

主
屋
、
長
屋
門
・
そ
の
他

の
付
属
屋
か
ら
な
る
屋
敷

構
え
が
整
っ
た
。
弘
化
３

年
（
１
８
４
６
）
の
史
料

に
は
、
火
事
に
よ
り
屋
敷

地
の
建
物
が
焼
失
し
た
と

さ
れ
、
屋
敷
の
再
整
備
を

し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
染
谷

家
住
宅
は
２
０
１
９
年

（
平
成
31
）
に
国
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、

昨
年
10
月
６
日
よ
り
、
一

般
公
開
。
公
開
日
は
毎
週

日
曜
日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
ま
で
、
入
場
料
５
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
、

大
学
生
以
下
２
０
０
円
、

70
歳
以
４
０
０

円
。
柏
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
で

す
。
昔
、
こ
の

地
域
の
名
主
の

屋
敷
・
暮
ら
し

ぶ
り
「
ハ
レ
と

ケ
」
を
厳
し
く

使
い
分
け
て
い

た
こ
と
な
ど
を

見
る
の
も
有
意

義
と
考
え
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
最

寄
り
バ
ス
停
か

ら
は
徒
歩
約
15

分
、
道
の
駅
し
ょ

う
な
ん
か
ら
自

動
車
で
５
分
。

一
度
訪
ね
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

染
谷
家
住
宅
を
訪
ね
て

柏
市
鷲
野
谷
（
旧
沼
南
）

国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

米
の
値
段
が
昨
年
の
二
倍

に
も
な
り
、「
ご
飯
の
お
替

り
を
許
さ
れ
る
の
は『
カ
レ
ー
』

の
と
き
だ
け
」と
テ
レ
ビ
な
ど

は
報
道
し
て
ま
す
。

や
っ
と
備
蓄
米
が
二
千
円

ほ
ど
で
販
売
さ
れ
始
め
、
ス
ー

パ
ー
で
長
蛇
の
列
が
で
き
、

30
分
で「
売
り
切
れ
」と
い
う

店
も
。
し
か
し
、
こ
れ
で
米

価
が
下
が
る
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
事
態
を
引

き
起
こ
し
た
の
は
、
自
民
党

の
政
治
で
す
。
原
因
は
減
反

と
低
米
価
で
も
農
家
へ
の
支

援
は
し
な
か
っ
た
。
農
家
切

り
捨
て
で
す
。

先
頃
、「
農
民
連
」
（
農
家

の
団
体
）
の
方
に
お
話
を
お

聞
き
ま
し
た
。
米
な
ど
の
肥

料
は
値
上
が
り
し
、
農
機
具

は
コ
ン
バ
イ
ン
一
台
一
千
三

百
万
円
、
田
植
機
七
百
万

円
な
ど
そ
の
支
払
い
は
農
家

の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
所
得
は

「
時
給
十
円
」
と
い
う
状
況

で
す
。
こ
れ
で
は
農
業
を
続

け
よ
う
・
引
き
継
ご
う
と
い

う
人
が
出
て
こ
な
い
、
農
家

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
と
い

う
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で

も
農
家
へ
の
多
額
の
支
援
金

を
出
し
て
、
自
国
の
農
業
を

守
り
、
国
民
の
食
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日

本
共
産
党
は
政
府
が
減
反

政
策
の
誤
り
を
認
め
、
コ
メ

の
増
産
と
所
得
補
償
・
価

格
保
障
を
行
い
、
農
業
を

安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う

農
業
政
策
の
転
換
を
求
め

て
い
ま
す
。

（Ｔ
・Ｙ
）

６月１３日告示 ２２日 投票日

ご
飯
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に

東京都議会議員選挙勝利のために

共産党候補へのご支持の呼びかけを

備
蓄
米
放
出
で

根
本
解
決
に
な
ら
な
い

支
払
い
が
負
担
に
な
り

所
得
は
時
給
10
円
に

減
反
政
策
の
誤
り
を
認

め
、
米
の
増
産
と
所
得

補
償
・
価
格
保
障
を


